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八
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身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
の
た
め
に
診
断
を
行
う
医
師
と
し
て
、
令
和
四
年
九
月
二
十
二
日
次
の
者
を
指
定
し
た
。
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診
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科
目

所
属
医
療
機
関
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名
称

所
属
医
療
機
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の
所
在
地

甲か

斐い
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に

徹て
つ

彰あ
き

内

科

医
療
法
人
社
団
や
ま
と

や
ま
と
在
宅
診
療
所
登
米

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
南
元
丁
七
十
二

番
地

米よ
ね
　
だ田　
　

実
み
の
る

内

科
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工
透
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内
科

医
療
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団
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松
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透
析
ク
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七
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科
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市
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〇
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城
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十
九
号
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体
障
害
者
福
祉
法
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昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
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十
三
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第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
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よ
り
指
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し
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師
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所
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機
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の
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。
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所
属
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療
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所
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療
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所
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旧
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医
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仁
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仁
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身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
師

の
所
属
医
療
機
関
の
所
在
地
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

所
属
医
療
機
関

の

名

称

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

新

旧

西に
し

川か
わ　
　

仁
ひ
と
し

医
療
法
人
仁
智
会　

か
く
だ
西
川
耳
鼻
咽

喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

名
取
市
高
舘
吉
田
字
前
沖
二
百
十

一
番
地
の
四

角
田
市
角
田
字
町
百
九
十
一
番
地

齋さ
い

藤と
う　

　

充
み
つ
る

公
益
社
団
法
人
地
域

医
療
振
興
協
会　

女

川
町
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー

牡
鹿
郡
女
川
町
鷲
神
浜
字
堀
切
山

百
七
番
地
一

牡
鹿
郡
女
川
町
鷲
神
浜
字
堀
切
山

五
十
一
番
地
六

〇
宮
城
県
告
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七
百
八
十
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伝
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病
予
防
法
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昭
和
二
十
六
年
法
律
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十
六
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第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
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畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。
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和
四
年
十
一
月
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五
日

�

宮
城
県
知
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一　
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伝
染
病
の
種
類
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病
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牛
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和
種
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患
畜
及
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疑
似
患
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患
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四　

発
生
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場
所
又
は
区
域

　
　

大
崎
市

五　

発
生
年
月
日

　
　

令
和
四
年
十
月
三
十
一
日

六　

患
畜
の
取
扱
い

　
　

法
令
殺

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

石
巻
鮎
川
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

石
巻
市
渡
波
字
祝
田
七
七
番
一
地
先
か
ら

同
市
渡
波
字
祝
田
七
七
番
一
地
先
ま
で

前

一
五
・
四
～

�

一
九
・
〇

�

八
六
・
五

後

一
五
・
四
～

�

一
九
・
〇

�

八
六
・
五

公

告

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
立
支
援
医
療
の
う
ち
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
次
の

と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

指

定

年

月

日

わ
た
り
調
剤
薬
局

亘
理
郡
亘
理
町
字
新
町
五
十
三－

四

令
和
四
年
十
月
一
日

十
日
町
調
剤
薬
局

大
崎
市
古
川
十
日
町
四－

十
八

令
和
四
年
十
月
一
日

気
仙
沼
三
日
町
薬
局

気
仙
沼
市
三
日
町
二
丁
目
二－

十
一

令
和
四
年
十
月
一
日

や
ま
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ�

ョ
ン

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
南
元
丁
七
十
二

令
和
四
年
十
月
一
日

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
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六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
指
定
し
た
指
定
自
立
支

援
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

担
当
す
る�

医
療
の
種
類

所　
　

在　
　

地

辞
退
年
月
日

有
限
会
社
十
日
町
調
剤

薬
局

調
剤

大
崎
市
古
川
十
日
町
四－

十
八

令
和
四
年
八
月
三
十
一

日

わ
た
り
調
剤
薬
局

調
剤

亘
理
郡
亘
理
町
字
新
町
四
十

令
和
四
年
九
月
三
十
日

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

名
取
市
増
田
字
後
島
三
百
三
十
三
番
一

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

名
取
市
増
田
字
後
島
三
百
七
十
一
番
地
二

�
洞
口　

裕
紀　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

伊
具
郡
丸
森
町
字
神
明
南
七
番
一
の
一
部
、
七
番
三
の

一
部
、
七
番
四
の
一
部
、
十
九
番
一
の
一
部
、
二
十
三
番

一
の
一
部
、
二
十
三
番
三
、
二
十
三
番
四
、
三
十
五
番
一

の
一
部
、
七
番
一
地
先
法
定
外
水
路
の
一
部
、
七
番
三
地

先
法
定
外
水
路
の
一
部
（
第
一
工
区
、
第
二
工
区
）

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

�

丸
森
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
立
学
校
教
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
調
達
及
び
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
接
続
等
設
定
委
託
業
務　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
教
育
企
画
室　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
四
年
十
月
十
三
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

テ
ク
ノ
・
マ
イ
ン
ド
株
式
会
社　

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区

榴
岡
一
丁
目
六
番
十
一
号

五　

落
札
金
額　

二
億
三
千
四
百
九
十
六
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
四
年
九
月
二
十
七
日

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
四
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

伊　
　

東　
　

昭　
　

代　
　
　

一　

日　

時　

令
和
四
年
十
一
月
十
八
日　

午
後
一
時

二　

場　

所　

第
二
会
議
室

三　

事　

件

　
　

第
一
号
議
案　

職
員
の
人
事
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１�　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
三
十
分
前
か
ら
十
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望

者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。
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２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
六
一
一
）

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

浅
川
の
り
あ
き
後
援
会

藤
沼　

英
二

浅
川
千
代
子

宮
城
郡
利
府
町
し
ら
か
し
台
三－

一
五

－

六

令
和
四
年

�

十
月
十
八
日

大
沼
悦
子
後
援
会

大
沼　

悦
子

大
沼　

雅
一

仙
台
市
太
白
区
四
郎
丸
字
吹
上
二
四－

一

令
和
四
年

�

十
月
十
二
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
名
取
市
支

部

渡
辺　
　

武

代

表

者�

の

氏

名

渡
辺　
　

武

相
澤　
　

雅

令
和
四
年

�

十
月
二
十
二
日

日
本
共
産
党
仙
台
東
地

区
委
員
会

松
井　

秀
明

代

表

者�

の

氏

名

松
井　

秀
明

佐
藤　

克
之

令
和
二
年

�

六
月
十
三
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

輝
く
未
来
の
会

生
出
泉
太
郎

会
計
責
任
者

の

氏

名

佐
藤
か
つ
よ

佐
々
木
康
治

令
和
四
年

�

十
月
六
日

貴
玲
舎

村
岡　

貴
子

会
計
責
任
者

の

氏

名

生
出
泉
太
郎

佐
々
木
康
治

令
和
四
年

�

十
月
六
日

仙
台
の
輝
く
未
来
を
実

現
す
る
会

生
出
泉
太
郎

代

表

者�

の

氏

名

生
出
泉
太
郎

佐
々
木
康
治

令
和
四
年

�

十
月
六
日

長
純
一
後
援
会

山
崎　

信
哉

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

石
巻
市
中
里
四－

八－

一
二

石
巻
市
開
北
一－

八－

三
二

令
和
四
年

�

六
月
二
十
八
日

代

表

者�

の

氏

名

山
崎　

信
哉

長　
　

純
一

会
計
責
任
者

の

氏

名

綱
島　

祐
子

足
立　
　

卓

電
機
連
合
宮
城
地
協
政

治
活
動
委
員
会

石
山　

光
広

会
計
責
任
者

の

氏

名

大
森　

洋
明

佐
藤　
　

均

令
和
四
年

�

十
月
七
日

宮
城
県
看
護
連
盟

古
内
み
よ
子

代

表

者�

の

氏

名

古
内
み
よ
子

中
村
恵
美
子　

令
和
四
年

�

八
月
一
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

古
内
み
よ
子

中
村
恵
美
子

若
生
ひ
ろ
と
し
後
援
会

中
鉢　

義
徳

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

富
谷
市
成
田
九－

一－

一
九

富
谷
市
今
泉
鶴
巻

五
一

令
和
四
年

�

十
月
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。　

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

長
純
一
後
援
会

山
崎　

信
哉

令
和
四
年
六
月
二
十
八
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
三
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日
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�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
四
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
（
代

表
者
）
の
氏

名

　

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　

指
定
年
月
日

大
沼　

悦
子

仙
台
市
議
会
議
員

大
沼
悦
子
後
援
会

仙
台
市
太
白
区
四
郎
丸
字
吹
上
二
四

－

一

令
和
四
年

�

十
月
十
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
二
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

異
動
事
項

新

旧

　

異
動
年
月
日

山
崎　

信
哉

長
純
一
後
援
会

代

表

者�

の

氏

名

山
崎　

信
哉

長　
　

純
一

令
和
四
年

�

六
月
二
十
八
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
二
十
一
号

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

長
純
一
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
山
崎
　
信
哉

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
石
巻
市
長

報
告
年
月
日
　
４
. 10. 18（

４
. ６
. 28解

散
）

１
　
収
入
総
額

511,882 

　
　
　
前
年
繰
越
額

511,882 

２
　
支
出
総
額

0 

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

長
純
一
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
山
崎
　
信
哉

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
石
巻
市
長

報
告
年
月
日
　
４
. 10. 18（

４
. ６
. 28解

散
）

１
　
収
入
総
額

808,688 

　
　
　
本
年
収
入
額

808,688 

２
　
支
出
総
額

296,806 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

808,688 

　
　
　
個
人
分

808,688 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

255,656 

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

154,510 

　
　
　
事
務
所
費

101,146 

　
　
政
治
活
動
費

41,150 

　
　
　
組
織
活
動
費

29,150 

　
　
　
選
挙
関
係
費

12,000 

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

808,688 
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政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

資
金
管
理
団
体
で
な
く

な
っ
た
年
月
日　
　
　

山
崎　

信
哉

長
純
一
後
援
会

令
和
四
年
六
月
二
十
八
日

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
三
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
石
巻
市
網
地
島
濤
波
岐

崎
正
東
の
線
以
北
の
宮
城
県
地
先
海
面
（
共
同
漁
業
権
区
域
を
除
く
。
以
下
「
規
制
区
域
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
、

二
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
を
使
用
し
て
行
う
ま
だ
ら
固
定
式
刺
し
網
漁
業
（
以
下
「
ま
だ
ら
固
定
式
刺
し
網
漁
業
」
と
い

う
。）
の
操
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
制
限
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

会　

長　
　

關　
　
　
　
　

哲　
　

夫　
　
　

一　

制
限
期
間

　
　

令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

二　

操
業
区
域

　
　

石
巻
市
網
地
島
濤
波
岐
崎
正
東
の
線
以
北
の
宮
城
県
地
先
海
面

三　

漁
業
時
期

　
　

令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

四　

操
業
の
届
出

　

�　

規
制
区
域
に
お
い
て
ま
だ
ら
固
定
式
刺
し
網
漁
業
を
操
業
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
使
用
漁
船
ご
と
に
、
別
紙
ま
だ

ら
固
定
式
刺
し
網
漁
業
操
業
事
務
取
扱
要
領
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委

員
会
」
と
い
う
。）
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五　

操
業
の
条
件

　

１�　

四
の
届
出
を
し
た
者
（
以
下
「
届
出
者
」
と
い
う
。）
は
、
操
業
す
る
際
、
委
員
会
が
交
付
す
る
届
出
を
受
理

し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
漁
船
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２�　

届
出
者
は
、
操
業
期
間
中
、
別
に
定
め
る
標
識
を
漁
船
の
船
橋
の
両
側
又
は
両
舷
、
船
外
機
船
に
あ
っ
て
は
船

体
の
見
や
す
い
場
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

３�　

操
業
方
法
は
、
朝
刺
し
網
（
お
お
む
ね
午
前
四
時
に
投
網
し
、
午
前
七
時
に
揚
網
を
開
始
す
る
操
業
方
法
）
又

は
留
刺
し
網
（
朝
刺
し
網
以
外
の
操
業
方
法
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
一
日
の
操
業
に
つ
き
、
朝
刺
し
網

と
留
刺
し
網
の
い
ず
れ
か
一
方
の
み
操
業
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　

４�　

漁
具
を
敷
設
し
て
い
る
間
に
お
い
て
は
、
そ
の
周
辺
海
域
に
待
機
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
沖
合
底

び
き
網
漁
業
禁
止
ラ
イ
ン
よ
り
岸
側
に
敷
設
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
他
種
漁
業
を
営
む
者
と
の
間
で
事
前
に
調
整

が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

５�　

朝
刺
し
網
に
よ
り
沖
合
底
び
き
網
漁
船
と
漁
場
が
競
合
す
る
海
域
に
お
い
て
操
業
（
漁
具
の
投
網
（
敷
設
）
か

ら
揚
網
終
了
ま
で
の
間
）
す
る
場
合
は
、
沖
側
の
漁
具
に
設
置
し
た
標
識
（
ボ
ン
デ
ン
）
付
近
に
待
機
し
、
ト
ラ

ブ
ル
回
避
の
た
め
に
定
め
た
共
通
の
無
線
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
、
常
時
傍
受
で
き
る
状
態
に
し
て
お
く
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
、
連
絡
代
表
船
を
介
し
、
無
線
又
は
船
舶
電
話
等
に
よ
り
交
信
し
、
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

６�　

漁
具
の
両
端
に
は
、
宮
城
県
漁
業
調
整
規
則
（
令
和
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
三
号
）
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
標
識
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

７　

漁
業
時
期
終
了
後
は
、
一
か
月
以
内
に
漁
獲
成
績
報
告
書
を
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

８�　

届
出
者
は
、
当
該
漁
業
者
間
で
協
議
し
、
操
業
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も
に
、
定
め
ら
れ
た
操
業
ル
ー
ル
を
遵

守
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
別
紙
）

　
　
　
ま
だ
ら
固
定
式
刺
し
網
漁
業
操
業
事
務
取
扱
要
領

　

（
操
業
の
届
出
及
び
変
更
の
届
出
）

第�

一　

ま
だ
ら
固
定
式
刺
し
網
漁
業
の
制
限
（
令
和
四
年
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
三
号
。
以
下
「
委
員
会

指
示
」
と
い
う
。）
四
の
届
出
（
以
下
「
届
出
」
と
い
う
。）
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
ま
だ
ら
固
定
式
刺
し
網
漁
業

操
業
届
出
書
（
様
式
第
一
号
。
以
下
「
操
業
届
出
書
」
と
い
う
。）
を
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
（
仙
台
市
青
葉

区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

宮
城
県
水
産
林
政
部
水
産
業
振
興
課
内
。
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

届
出
を
し
た
者
（
以
下
「
届
出
者
」
と
い
う
。）
は
、
操
業
届
出
書
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
遅

滞
な
く
ま
だ
ら
固
定
式
刺
し
網
漁
業
変
更
届
出
書
（
様
式
第
二
号
。
以
下
「
変
更
届
出
書
」
と
い
う
。）
を
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３�　

操
業
届
出
書
及
び
変
更
届
出
書
は
、
届
出
者
の
所
属
す
る
漁
業
協
同
組
合
が
取
り
ま
と
め
、
ま
だ
ら
固
定
式
刺
し

網
漁
業
操
業
届
出
一
覧
表
（
様
式
第
三
号
）
を
添
え
て
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
届
出
書
の
受
理
）

第�

二　

操
業
届
出
書
及
び
変
更
届
出
書
は
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
そ
の
他
の
関
係
法
令

に
抵
触
し
な
い
場
合
及
び
漁
業
調
整
上
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
受
理
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
届
出
済
証
の
交
付
）

第�

三　

委
員
会
は
、
第
二
の
規
定
に
基
づ
き
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
届
出
者
の
住
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方

振
興
事
務
所
（
以
下
「
地
方
振
興
事
務
所
」
と
い
う
。）
を
通
じ
、
漁
船
（
漁
ろ
う
装
置
及
び
漁
網
を
含
む
。）
を
確

認
の
上
、
届
出
を
受
理
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
（
以
下
「
届
出
済
証
」
と
い
う
。）
を
届
出
者
に
交
付
す
る
。

２�　

届
出
済
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
地
方
振
興
事
務
所
に
連
絡
の
上
、
そ
の
指
示
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
船
体
の
標
識
）

第
四　

委
員
会
指
示
五
の
２
で
別
に
定
め
る
標
識
は
、
様
式
第
四
号
と
す
る
。

　

（
漁
獲
成
績
報
告
書
）

第
五　

委
員
会
指
示
五
の
７
の
漁
獲
成
績
報
告
書
は
、
様
式
第
五
号
と
す
る
。

２�　

前
項
の
漁
獲
成
績
報
告
書
に
は
、
操
業
期
間
中
に
宮
城
県
内
の
地
方
卸
売
市
場
に
水
揚
げ
し
た
実
績
を
確
認
で
き

る
書
類
（
水
揚
仕
切
書
等
の
写
し
）
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
操
業
届
出
書
等
の
経
由
）

第�

六　

操
業
届
出
書
、
変
更
届
出
書
及
び
第
五
の
漁
獲
成
績
報
告
書
は
、
地
方
振
興
事
務
所
を
経
由
し
て
提
出
す
る
も

の
と
す
る
。

（
様
式
第
１
号
）

ま
だ
ら
固
定
式
刺
し
網
漁
業
操
業
届
出
書

�
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長
　
殿

�
住
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

　
ま
だ
ら
固
定
式
刺
し
網
漁
業
を
操
業
し
た
い
の
で
，
下
記
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

記
　
１
　
漁
業
時
期
　
　
　
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
２
月
28日
ま
で

　
２
　
操
業
区
域
　
　
�　
石
巻
市
網
地
島
濤
波
岐
崎
正
東
の
線
以
北
の
宮
城
県
地
先
海
面
。
た
だ
し
，
共
同
漁
業
権
区

域
を
除
く
。

　
３
　
使
用
船
舶

　
　
⑴
　
船
　
　
　
　
名

　
　
⑵
　
漁
船
登
録
番
号

　
　
⑶
　
総
ト
ン
数

　
　
⑷
　
推
進
機
関
の
種
類
及
び
馬
力
数

　
　
⑸
　
無
線
の
有
無

　
４
　
漁
具
の
規
模

　
　
　
　
　
　
㎞
　
×
　
　
　
　
　
張
り
　
＝
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
㎞
　
×
　
　
　
　
　
張
り
　
＝
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
㎞
　
×
　
　
　
　
　
張
り
　
＝
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
　
　
　
　
張
り
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
５
　
届
出
理
由

　
　
�

　
　

　
　
※
　
以
下
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
届
出
番
号
　
　
宮
ま
だ
ら
固
　
第
　
　
　
　
　
号

　
こ
の
届
出
を
受
理
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
長
　
　
關
　
　
　
　
　
哲
　
　
夫
　
　
印

�
（
Ａ
４
縦
）
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（
様
式
第
２
号
）

ま
だ
ら
固
定
式
刺
し
網
漁
業
変
更
届
出
書

�
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長
　
殿

�
住
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

　
先
に
届
出
し
た
内
容
に
つ
い
て
，
次
の
と
お
り
変
更
し
た
の
で
届
け
出
ま
す
。

記

　
１
　
届
出
済
証
番
号
　
　
宮
ま
だ
ら
固
　
第
　
　
　
　
　
号

　
２
　
船
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
　
変
更
の
内
容

項
　
目

変
　
　
　
更
　
　
　
前

変
　
　
　
更
　
　
　
後

　
４
　
変
更
の
理
由

�
（
Ａ
４
縦
）

（様式第 ３号）
まだら固定式刺し網漁業操業届出一覧表

� 　　年　　月　　日　　
　　宮城海区漁業調整委員会会長　殿
� 　　　漁業協同組合　代表理事組合長（　　　　　支所運営委員長）　印　　

※届出番号 一連番号 船　　名 漁船登録番号 総トン数 推進機関の種類
及び馬力数 届出者住所 届出者氏名

　※印の欄は記載しないでください。� （Ａ４横）
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（
様
式
第
４
号
）

宮
ま
だ
ら
固
　
第
　
　
　
号
〇

　
１
�　
文
字
及
び
数
字
（
届
出
済
証
番
号
）
の
大
き
さ
は
８
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
，
太
さ
は
1.5セ

ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

　
２
�　
文
字
，
数
字
（
届
出
済
証
番
号
）
及
び
枠
は
，
朱
色
と
す
る
こ
と
。

　
３
�　
〇
印
に
は
，
所
属
漁
協
（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
に
あ
っ
て
は
，
所
属
支
所
）
の
頭
文
字
を
記
入
す
る
こ
と
。
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（様式第 ５号）

まだら固定式刺し網漁業漁獲成績報告書

� №　　　　　　

� 提出年月日：　　　　年　　月　　日　　

　　宮城海区漁業調整委員会会長　殿

所属漁協名 承認証番号 　宮まだら固第　　　　　　　　　　号
氏 名 印　 船 名

刺 網 の�
規 模

目　合：　　　寸　　　　分（　　　㎝）
乗 組 員 数

人　 　　
総延長：　　　ｍ・使用反数：　　　　反 ※船主（船頭）を除いた人数を記載

　　　　　　年　　　　月分

日 漁場
番号

水　深
（ｍ）

数　量
（㎏）

尾　数
（尾）

金　　額
（千円）※税抜き

操業方法
（いずれかに〇印をする）

１ 朝刺し網 ・ 留刺し網
２ 朝刺し網 ・ 留刺し網
３ 朝刺し網 ・ 留刺し網
４ 朝刺し網 ・ 留刺し網
５ 朝刺し網 ・ 留刺し網
６ 朝刺し網 ・ 留刺し網
７ 朝刺し網 ・ 留刺し網
８ 朝刺し網 ・ 留刺し網
９ 朝刺し網 ・ 留刺し網
10 朝刺し網 ・ 留刺し網
旬計
11 朝刺し網 ・ 留刺し網
12 朝刺し網 ・ 留刺し網
13 朝刺し網 ・ 留刺し網
14 朝刺し網 ・ 留刺し網
15 朝刺し網 ・ 留刺し網
16 朝刺し網 ・ 留刺し網
17 朝刺し網 ・ 留刺し網
18 朝刺し網 ・ 留刺し網
19 朝刺し網 ・ 留刺し網
20 朝刺し網 ・ 留刺し網
旬計
21 朝刺し網 ・ 留刺し網
22 朝刺し網 ・ 留刺し網
23 朝刺し網 ・ 留刺し網
24 朝刺し網 ・ 留刺し網
25 朝刺し網 ・ 留刺し網
26 朝刺し網 ・ 留刺し網
27 朝刺し網 ・ 留刺し網
28 朝刺し網 ・ 留刺し網
29 朝刺し網 ・ 留刺し網
30 朝刺し網 ・ 留刺し網
31 朝刺し網 ・ 留刺し網
旬計
合計

　まだら固定式刺し網漁業の操業に要した経費（１月，２月のどちらかの月のみ操業の場合は，操業月の報告に経費を記載，１～２
月に操業した場合は，２月の報告書に操業に要した経費の合計を記載する）

漁　具　費 燃　料　費 人　件　費 その他（　　　　） 経 費 合 計

千円 千円 千円 千円 千円
　　※人件費は乗組員の人件費を記載願います（船主（船頭）分を除く）。
　　※金額は千円未満切り捨てで報告願います。
� （Ａ４縦）
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宮城県地先海面における「まだら固定式刺し網漁業」操業区域


